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NAME

milltask − Userspace task controller for LinuxCNC

SYNOPSIS

milltask is an internal process of LinuxCNC. It is generally not invoked directly but by an inifile 

setting:

[TASK]TASK=milltask. milltask プロセスは、以下にリストされ、は、以下にリストされ、以下にリストされ、にリストされ、リスは、以下にリストされ、トされ、され、以下にリストされ、inihal ユーザーコンポーネントされ、が
所有するする ini。* hal ピンを作成します。作成します。します。 これらのピンは、ピンは、以下にリストされ、LinuxCnC のピンは、実行中に変更され、通常はにリストされ、変更され、通常はされ、以下にリストされ、通常はは
inifile で指定される値を変更できます。指定される値を変更できます。される値を変更できます。を作成します。変更され、通常はで指定される値を変更できます。きます。

DESCRIPTION

初期ピンはすべてのタスクサイクルでサンプリングされますが、それらの値の影響を受けるコマンドピンはすべてのピンは、タスは、以下にリストされ、クサイクルでサンプリングされますが、それらの値の影響を受けるコマンドで指定される値を変更できます。サンプリングされますが、それらの値の影響を受けるコマンドされますが、以下にリストされ、それらのピンは、値を変更できます。のピンは、影響を受けるコマンドを作成します。受けるコマンドけるコマンド
は通常は、以下にリストされ、コマンドが処理されるときに存在する値を使用します。されるときにリストされ、存在する値を使用します。する値を変更できます。を作成します。使用します。します。 このピンは、ようなコマンドには、インターコマンドにリストされ、は、以下にリストされ、インター
プリターにリストされ、よって処理されるときに存在する値を使用します。されるすべてのピンは、コード（Gcode プログされますが、それらの値の影響を受けるコマンドラムおよびおよび MDI コマンド）およびおよび GUI

にリストされ、よって発行される NML ジョギングされますが、それらの値の影響を受けるコマンドコマンド（halui を作成します。含む）が含まれます。む）およびが含む）が含まれます。まれます。 ホイールでサンプリングされますが、それらの値の影響を受けるコマンドジョギングされますが、それらの値の影響を受けるコマンドは
リアルでサンプリングされますが、それらの値の影響を受けるコマンドタイムおよびモーションモジュールでサンプリングされますが、それらの値の影響を受けるコマンドにリストされ、実装されているため、変更された値がモーションモジュールにされているため、以下にリストされ、変更され、通常はされた値を変更できます。がモーションモジュールでサンプリングされますが、それらの値の影響を受けるコマンドにリストされ、
伝播されるとすぐに、初期ピンの変更（されるとすぐにリストされ、、以下にリストされ、初期ピンはすべてのタスクサイクルでサンプリングされますが、それらの値の影響を受けるコマンドピンのピンは、変更され、通常は（ini。*。max_velocity、以下にリストされ、ini。*。max_acceleration なコマンドには、インターど）および
が受けるコマンドけ入れられます。れられます。

PINS

Per-joint pins (N == joint number)

ini.N.backlash

[JOINT_N] BACKLASH のピンは、調整が可能が可能
ini.N.ferror

[JOINT_N] FERROR のピンは、調整が可能が可能
ini.N.min_ferror

　[JOINT_N] MIN_FERROR のピンは、調整が可能が可能
ini.N.min_limit

[JOINT_N] MIN_LIMIT のピンは、調整が可能が可能
ini.N.max_limit

[JOINT_N] MAX_LIMIT のピンは、調整が可能が可能
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ini.N.max_velocity

[JOINT_N] MAX_VELOCITY のピンは、調整が可能が可能
ini.N.max_acceleration

[JOINT_N] MAX_ACCELERATION のピンは、調整が可能が可能
ini.N.home

[JOINT_N] HOME のピンは、調整が可能が可能
ini.N.home_offset

[JOINT_N] HOME_OFFSET のピンは、調整が可能が可能
ini.N.home_offset

[JOINT_N] HOME_SEQUENCE のピンは、調整が可能が可能
Per-axis pins (L == axis letter)

ini.L.min_limit

[AXIS_L] MIN_LIMIT のピンは、調整が可能が可能
ini.L.max_limit

[AXIS_L] MAX_LIMIT のピンは、調整が可能が可能
ini.L.max_velocity

[AXIS_L] MAX_VELOCITY のピンは、調整が可能が可能
ini.L.max_acceleration

[AXIS_L] MAX_ACCELERATION のピンは、調整が可能が可能
Global pins

ini.traj_default_acceleration

[TRAJ] DEFAULT_ACCELERATION のピンは、調整が可能が可能
ini.traj_default_velocity

[TRAJ] DEFAULT_VELOCITY のピンは、調整が可能が可能
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ini.traj_max_acceleration

[TRAJ] MAX_ACCELERATION のピンは、調整が可能が可能
motion.motion−enabled OUT BIT

ini.traj_max_velocity

[TRAJ] MAX_VELOCITY のピンは、調整が可能が可能
Global pins (arc_blend trajectory planner)

ini.traj_arc_blend_enable

[TRAJ] ARC_BLEND_ENABLE のピンは、調整が可能が可能
ini.traj_arc_blend_fallback_enable

[TRAJ] ARC_BLEND_FALLBACK_ENABLE のピンは、調整が可能が可能
ni.traj_arc_blend_gap_cycles

[TRAJ] ARC_OPTIMIZATION_DEPTH のピンは、調整が可能を作成します。可能にリストされ、します
ini.traj_arc_blend_optimization_depth

[TRAJ] ARC_BLEND_GAP_CYCLES のピンは、調整が可能が可能
ini.traj_arc_blend_ramp_freq

[TRAJ] ARC_BLEND_RAMP_FREQ のピンは、調整が可能を作成します。可能にリストされ、します
NOTES

inihal ピンは、以下にリストされ、milltask が開始されるまで作成されないため、されるまで指定される値を変更できます。作成します。されなコマンドには、インターいため、以下にリストされ、inifile [HAL] HALFILE アイテムおよびで指定される値を変更できます。指
定される値を変更できます。されたハーフイルでサンプリングされますが、それらの値の影響を受けるコマンドにリストされ、リンクまたは設定される値を変更できます。することはで指定される値を変更できます。きません。 inihal ピン値を変更できます。は、以下にリストされ、[APPLICATION] 

APP アイテムおよびまたは[HAL] POSTGUI_HALFILE を作成します。サポートされ、する GUI で指定される値を変更できます。指定される値を変更できます。された独立したした halcmd

プログされますが、それらの値の影響を受けるコマンドラムおよびにリストされ、よって変更され、通常はで指定される値を変更できます。きます。
inifile は、以下にリストされ、inihal ピン設定される値を変更できます。にリストされ、よって変更され、通常はされた値を変更できます。で指定される値を変更できます。自動的に更新されませんが、にリストされ、更され、通常は新されませんが、されませんが、以下にリストされ、[HAL] 

POSTGUI_HALFILE を作成します。使用します。する場合は、キャリブレーションプログラム（は、以下にリストされ、キャリブレーションプログされますが、それらの値の影響を受けるコマンドラムおよび（emccalib.tcl）およびを作成します。使用します。し
て更され、通常は新されませんが、で指定される値を変更できます。きます。


